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企業への期待；

シアノバクテリア（ラン藻）の能力を活かした技術開発、

【研究タイトル】 シアノバクテリアを用いた土壌改良・宇宙農業の開発

【従来技術の問題点】
シアノバクテリア（ラン藻）は約27億年前の地球環境を現在の環境に変えることができた有用生物である 特に強力

特許 研究シーズ

特に土壌改良、宇宙農業をより効果的に進めたい企業との共同研究

シアノバクテリア（ラン藻）は約27億年前の地球環境を現在の環境に変えることができた有用生物である。特に強力

な耐乾燥性を有する窒素固定シアノバクテリア（陸生シアノバクテリア）はそれ自体を土壌マットとして利用可能である
と考えられるが、培養が難しく大量生産ができないという問題点があった。また植物栽培に適用した場合、植物との栄
養分の奪い合いを引き起こす可能性も考えられた。

【解決手段・新規な点】

陸生シアノバクテリアのみを大量培養する検討を行ったところ、純粋培養に成功した（加藤）。さらに、安価に培養す
るためには培地組成を工夫する必要があったため、すでに培養技術の確立を進めている（マイクロアルジェコーポ

シ （株）と 共同研究）レーション（株）との共同研究）。

陸生シアノバクテリアが土壌マットとして機能する可能性の検証を実施した。さらに陸生空気中の窒素を利用できる
陸生シアノバクテリアを栄養源として利用出来れば植物をより効率よく生長させることが可能であると推測された。そこ
で、複数の陸生シアノバクテリアの利用、他に必要な生物、物質、因子等の検討を現在実施中である。この研究は宇
宙での農業を発展させる上で重要であると考えている。

†耐乾燥性で窒素固定可能な陸生ラン藻の有効利用法の検討

窒素固定可能なラン藻（N ）が必須

i. 研究（耐乾燥性など）

ii. 健康食品
iii. 医薬品
iv. 工業用品（吸水材など）

v. 農業（肥料など）
vi. 環境改善（土壌改良・水質浄化など）

≪陸生ラン藻の応用分野≫

【問題点】
増殖速度が遅い
無菌化する必要がある

窒素固定可能なラン藻（Nostoc commune）が
植物栽培に与える効果

結果

植物種により効果が異なる
が、全体的に『窒素源なし』
に比べて

ラン藻を加えた方が生育が

必須

大量培養条件を見出し、改良中である。
（マイクロアルジェコーポレーション（株）との共同研究成果）

○無菌化株あり
Nostoc commune HK-02
Nostoc commune YK-04

○大量培養系検討中
共同研究先
マイクロアルジェコーポレーション（株）⇒ ラン藻マットによる

植物栽培技術の宇宙分野への活用を視野に研究中

ラン藻を加えた方が生育が
『窒素源あり』に近くなること
が分かった。
特にピーマンにおいてその
効果が顕著であり、ニラでは
根付きが良くなり、発芽率が
増加した。
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（マイクロアルジェコ ポレ ション（株）との共同研究成果）

陸生シアノバクテリア（ラン藻）は植物栽培に利用可能である。
植物の種類によって根付き、発芽率の向上、成長促進効果を示す。
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